「１１０番の家」対応要領・手順
子どもを家に入れ、入口の鍵を閉めてください。

不審者に追いかけられている可能性がありますので、早めに子どもを入れて話を聞いて下さい

何があったか、何をしてもらいたいのかを聞きましょう

どうして避難してきたのか確認してください。

1. 知らない人に声をかけられたり、つきまとわれた 

2. 痴漢にあった 

3. 怪我をした、病気で我慢できない 

4. トイレや電話などを借りたい 

事件がある場合の対応

 事件の疑いがある場合は、下記内容をすぐに１１０番通報してください。

1. 何があったか 

2. いつ、どこで 

3. 不審者（車）の特徴 

4. 不審者が逃げた方向 

5. 自分の住所、名前、電話番号 

１１０番が終わったら、警察官が到着するまで子どもを待たせてください。

事件の疑いがない場合

思いやりをもって子どもたちに接してください。

1. トイレ、電話を貸す 

2. ケガ、病気の手当 

3. 急を要する場合、救急車の手配 

4. 家庭、学校に連絡 

